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物化現象の初期とされるミドリゾウリムシ Paramecium bursaria に細胞内共生する緑
藻 Chlorella variabilis のオミクス解析により植物化現象初期におけるゲノム構造の
変化の解明に取り組んだ。 
手法としては最初に、ショートリードとロングリードを用いた中型サイズ (~ 50M 
bp) ゲノムのハイブリッドアセンブリパイプラインを構築し、共生藻は様々なゲノムサ
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イズをもつので、さらに大きなゲノムアセンブリに応用可能であることを様々なゲノム
サイズ(100 M ~ 2 Gbp)の生物（コオロギなど）のゲノムアセンブリから検証した。次
に、このパイプランを用いて C. variabilis とクロレラ属の基準種で自由生活型の C. 
vulgaris、そして外群として C. sorokinianaのゲノム構築し、また C. variabilis の
共生条件下と非共生条件下の RNA-seqを取得し、比較ゲノムおよびトランスクリプトー
ム解析をおこなった。その結果、共生によるゲノム縮小という仮説に反し、C. 












bursaria と共生藻/クロレラ Chlorella variabilis などのゲノム解析、および増殖期•定常期•単独
培養時における RNA-seq を用いたトランスクリプトーム解析により研究を行なった。ゲノム解
析ではショート・ロングリードを混合したハイブリッドアセンブリパイプラインを独自に構築
した。ゲノム解析からは、Chlorella variabilis ゲノム縮小は認められないことが示された。ま
たトランスクリプトーム解析を組み合わせることで、共生ステージ 3 で細胞壁合成、物質交換、
クロロフィル合成、LHC、炭素固定•マルトース合成経路に関わる遺伝子の獲得と発現上昇が認
められることを示した。この結果は、共生時における宿主と共生藻の相互作用のメカニズムの遺
伝子レベルでの解明に寄与した。 これらの結果は、嶺井隆平氏を筆頭著者として国際雑誌
に論文発表された。一定の成果を挙げたことは評価でき、論文審査に合格と認められる。ま
た、博士論文公開審査会のプレゼンテーションおよび質疑応答においても、合格と認められ
る。 
